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次号予告　　62 巻　2号 ヘッドライン　：　高分子化学とバイオ

　炭素を主成分とする素材は，大昔から私たちの生活との関わりが深く，現在でも欠か
すことのできない大切なものである。とりわけ，石炭，天然ガス，原油は，現代社会の
基盤エネルギー資源の中核である。私たちは，長い歴史の中でそれらを加工する技術を
作り，燃料や熱源，原料としての利用価値を高めてきた。さらには，高性能化や新しい
機能の発現を目的に，科学技術を駆使して様々な炭素材料を生み出してきた。
　本ヘッドラインテーマでは，炭の高度利用から，カーボンナノチューブやグラフェン
などの最先端研究まで，身近な炭素材料のはかり知れない潜在能力を，実例を通して実
感してもらうことを狙いとしている。

ヘッドラインテーマ：暖炉から最先端研究まで活躍する炭素

　今年から毎号表紙が変わります。
　リニューアルされた 62 巻 1 号の表紙は東京理科大学の神楽坂キャンパスにある
近代科学資料館です。入館は無料で，大学創立当時の写真や，数学，物理，化学に
関連する展示が常設されています。大学の歴史や科学技術の発展の過程を垣間見る
ことができます。昨年末には地下 1階に「秋山仁の数学体験館」も開設され，親子
で楽しめる施設になりました。
URL：http://www.tus.ac.jp/info/setubi/museum/

表紙の言葉


